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１． 仕 様 
 
１．１ 標準仕様 
 
 □ＣＰＵ ＴＭＳ３２０Ｃ６７０１を搭載。クロック １６７ＭＨｚ又は１５０ＭＨｚ 
 □演算速度 １ＧＦＬＯＰＳ(167MHz) 
 □メモリ ＣＰＵ内部メモリ ：６４Ｋｂｙｔｅ×２ 
 標準実装メモリ ：SBSRAM 2Mbyte 
 標準実装メモリ ：SDRAM  16Mbyte  
 □Ｉ／Ｏ Ａ／Ｄコンバータ ：12bit 2ch 入力電圧±2.5V 
 Ｄ／Ａコンバータ ：12bit 2ch 出力電圧±1V 
 パラレル入力 ：8bit 1ch TTLﾚﾍﾞﾙ 
 パラレル出力 ：8bit 1ch TTLﾚﾍﾞﾙ 
 □並列処理機能 １６台までのマルチプロセッシング可能。 
 □通信ポート （バファリング無し） 
 □スタンドアロン機能 
 ホストコンピュータから分離して、パワーオンスタートさせることができる。 
 ＢＯＯＴ・ＲＯＭ  ５１２Ｋｂｅｔｅ標準実装。 
 □サンプリングクロック 
 拡張バスに接続されたＡ／Ｄ・Ｄ／ＡボードにＤＳＰのオンチップタイマ０ 
   のカウントアップパルスをサンプリングクロックとして供給できます。 
  拡張バスインターフェース 
 アドレス信号 ：２４ｂｉｔ 
 データ信号 ：３２ｂｉｔ 
 制御信号 ：３本 ＊ＥＸＴＷＲ、＊ＥＸＴＳＴＲＢ、 
     ＊ＥＸＴＲＥＳＥＴ 
 割り込み ：ＩＮＴ１・ＩＮＴ２・ＩＮＴ３ 
 拡張ボード接続台数 ：最大４台 
 
 ホストインターフェース 
 
 □バ ス ＩＳＡ（ＰＣ／ＡＴ：ＤＡＴＡＢＵＳ １６ｂｉｔ、 
    ＡＤＤＲＥＳＳＢＵＳ ２４ｂｉｔ） 
 □Ｉ／Ｏポート ４番地（バイト） ：任意にアドレス設定可能。 
 １６ｂｉｔアドレスデコード 
 □メモリ空間 １６Ｋｂｙｔｅ ：任意にアドレス設定可能 
 ２４ｂｉｔアドレスデコード 
 □インターフェースモード 
   ホストポート・インターフェイス（ＨＰＩ） 
 □割り込み ＩＲＱ５、９、１０、１１、１２、１５の６種類内から１つを選択 
 □エミュレーションコネクタ 
 テキサスインスツルメンツ社製エミュレータのコネクタあり。 
 □電源電圧 ＤＣ５Ｖ ± ０．２５Ｖ 
 □消費電流 ３Ａ 
 □動作温度 ５～５０℃ 
   ３０～８０％  結露しない事 
 

 -  - 
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１．２ 拡張Ｉ／Ｏ 
 拡張Ｉ/Ｏ 拡張Ｉ／ＯボードはＡＤＳＰ３２４シリーズが使用できます。(ADSP324-**) 
 拡張ﾊﾞｽｹｰﾌﾞﾙ Ｉ／Ｏボードを使用する時には必要となります。(ADSP324-15) 
 
１．３ その他 
 【注意】 ソフト開発にはＴＩ社のＣコンパイラが必要です。 
 ＣＰＬ３２０６Ｘ－ＭＳ 

 -  - 
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２． ＤＳＰボードのＰＣ／ＡＴへの割付け 
 
２．１ ＰＣ／ＡＴのＩ／Ｏマップ 
 
 ＡＤＳＰ６７４－００を制御するためにＰＣ／ＡＴのＩ／Ｏポートを４バイト使用します。 
 Ｉ／Ｏマップと各ポートのビットマップを下記に示します。また、Ｉ／Ｏポートのベースアド 
 レスはディップスイッチＤＳＷ１０２とＤＳＷ１０３により指定します。 
 
 【注意】 ＤＳＰボードを複数台使用する場合もベースアドレスは同一番地に設定します。 
 出荷時のベースアドレス設定は、３００Ｈに設定されています。 
 

出荷時 ベースアドレス Ｉ／Ｏポートマップ ： 出力 
３００Ｈ ＋０Ｈ ボード番号指定 
３０１Ｈ ＋１Ｈ ボードの動作モードとＤＳＰへの割り込み設定 
３０２Ｈ ＋２Ｈ 無し 
３０３Ｈ ＋３Ｈ 無し 

 
出荷時 ベースアドレス Ｉ／Ｏポートマップ ： 入力 
３００Ｈ ＋０Ｈ ＩＳＡバス切り離し 
３０１Ｈ ＋１Ｈ ボードの動作モード設定状態 

ＤＳＰからホストへの割り込み状態 
３０２Ｈ ＋２Ｈ 無し 
３０３Ｈ ＋３Ｈ 無し 

 
表1 ＰＣ／ＡＴへのＩ／Ｏマップ 

 
２．２ ＰＣ／ＡＴのＩ／Ｏポートのビットマップ 
 
  １．《Ｉ／Ｏポート・ベースアドレス＋０番地》への出力 
 このポートへボード番号の出力を行うと指定したボードに切換えが行われます。 
 このポートへ出力したボード番号と【ＤＳＷ１０４】で、設定したボード番号と一致した 
 ボードが選択されます。 
 
  【注意】電源投入後必ず一度ボード番号を指定して下さい。これによりＩＳＡバスのデータが 
 動作可能な状態となります。 
 

ＢＩＴ 出力Ｉ／Ｏポート ＝ ＋０Ｈ  ：出荷時 ３００Ｈ 
７ 未定義 
６ 未定義 
５ 未定義 
４ 未定義 
３ ボード番号指定コード ２３ 
２ ボード番号指定コード ２２ 
１ ボード番号指定コード ２１ 
０ ボード番号指定コード ２０ 

 
表2 ボード番号指定 

 -  - 
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 ２．《Ｉ／Ｏポート・ベースアドレス＋０番地》からの入力 
    このポートを読むと、すべてのＤＳＰボードのＩＳＡバスのデータが切り離されます。 
 

ＢＩＴ 入力Ｉ／Ｏポート ＝ ＋０Ｈ  ：出荷時 ３００Ｈ 
７～０ 未定義 

 
表3 ＩＳＡバス切り離し 

 
 ３．《Ｉ／Ｏポート・ベースアドレス＋１番地》への出力 
 このポートはＤＳＰボードの動作モードの設定を行います。 
 
 ＢＩＴ０ ＡＤＳＰ６７４－００のＤＳＰへのリセット動作を制御します。 
 『０』：リセット状態にします。電源投入時はこの状態になります。 
 『１』：リセットを解除します。 
 
 ＢＩＴ1 ホストからＡＤＳＰ６７４－００のＤＳＰへの割り込み（ＮＭＩ）要求を制御します。 
 『０』：ＰＣ／ＡＴから割り込みを解除します。電源投入時はこの状態になります。 
 『１』：ＰＣ／ＡＴよりＡＤＳＰ６７４－００のＤＳＰに割り込み（ＮＭＩ）を掛けます。 
 
 ＢＩＴ2 ホストからＡＤＳＰ６７４－００のＤＳＰへの割り込み（ＩＮＴ４）要求を制御しま 
 す。 
 『０』：ＰＣ／ＡＴから割り込みを解除します。電源投入時はこの状態になります。 
 『１』：ＰＣ／ＡＴよりＡＤＳＰ６７４－００のＤＳＰに割り込み（INT4）を掛けます。 
 
 ＢＩＴ3 ＡＤＳＰ６７４－００のＤＳＰへのＨＯＬＤ動作を制御します。 
 『０』：ＨＯＬＤ解除状態にします。電源投入時はこの状態になります。 
 『１』：ＤＳＰをＨＯＬＤします。 
 

ＢＩＴ 出力Ｉ／Ｏポート ＝ ＋１Ｈ  ：出荷時 ３０１Ｈ 
７ 未定義 
６ 未定義 
５ 未定義 
４ 未定義 
３ ホストからADSP674-00に 1：ホールド要求を掛ける 
２ ホストからADSP674-00に 1：割り込み（INT4）を掛ける 
１ ホストからADSP674-00に 1：割り込み（NMI）を掛ける 
０ ADSP674-00のDSPを  ０：リセットする  １：リセット解除する 

 
表4 ＤＳＰボードの設定 

 -  - 
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４．《Ｉ／Ｏポート・ベースアドレス＋１》からの入力 
 このポートはＤＳＰボードのリセット状態と割り込み要求状態を読みだします。 
 
 ＢＩＴ０ ＡＤＳＰ６７４－００のＤＳＰのリセット状態を示しています。 
 『０』：ＡＤＳＰ６７４－００のＤＳＰをリセットしている。 
 『１』：ＡＤＳＰ６７４－００のＤＳＰをリセット解除している。 
 
 ＢＩＴ１ ＡＤＳＰ６７４－００からホストへの割り込み状態を示します。 
 『０』：ＡＤＳＰ６７４－００からホストへ割り込みはありません。 
 『１』：ＡＤＳＰ６７４－００からホストへ割り込みを要求しています。 
 
 ＢＩＴ2 ＡＤＳＰ６７４－００のＤＳＰのホールド状態を示します。 
 『０』：ＡＤＳＰ６７４－００のＤＳＰはホールド解除状態を示します。 
 『１』：ＡＤＳＰ６７４－００のＤＳＰはホールド状態を示します。 
 

ＢＩＴ 入力Ｉ／Ｏポート ＝ ＋１Ｈ  ：出荷時 ３０１Ｈ 
７ 未定義 
６ 未定義 
５ 未定義 
４ 未定義 
３ 未定義 
２ ADSP674-00のDSPは  ０：ホールド解除状態  １：ホールド状態 
１ ADSP674-00からホストへ割り込み要求が 0：無い  1：有る 
０ ADSP674-00のDSPは  ０：リセット状態  １：リセット解除状態 

 
表5 ＤＳＰボードの動作モード状態 

 

 -  - 
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２．３ ＤＳＰボードのＰＣ／ＡＴへのメモリーマップ 
 
   ＰＣ／ＡＴは１６Ｋｂｙｔｅｓのメモリー空間とＡＤＳＰ６７４－００（ＤＳＰ）のホストポー

ト・インターフェイス（ＨＰＩ）を使ってボードの全メモリー領域にアクセスすることができます。 
ベースアドレスからホストポート・インターフェイス（ＨＰＩ）が割り当てられます。 
また、ＰＣ／ＡＴのベースアドレスの指定はディップスイッチ【ＤＳＷ１０１】で行います。 
 
 

出荷時 ベースアドレス ホストポート・インターフェイス 
０Ｅ００００Ｈ ＋０Ｈ コントロール・レジスタ（ＨＰＩＣ） 
０Ｅ０００４Ｈ ＋４Ｈ アドレス・レジスタ（ＨＰＩＡ） 
０Ｅ０００８Ｈ ＋８Ｈ データ・レジスタ（ＨＰＩＤ）HPIA影響なし 
０Ｅ０００ＣＨ ＋ＣＨ データ・レジスタ（ＨＰＩＤ）ﾎﾟｽﾄｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ 
０Ｅ００１０Ｈ ＋１０Ｈ データ・レジスタ（ＨＰＩＤ）ﾎﾟｽﾄｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ 
・ ・ 〃 
・ ・ 〃 

０Ｅ１ＦＦＦＨ ＋１ＦＦＦＨ データ・レジスタ（ＨＰＩＤ）ﾎﾟｽﾄｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ 
 

表6 ＰＣ／ＡＴのメモリマップ 
 
  レジスタの内容に付いてはＴＭＳ３２０Ｃ６７ｘユーザーズマニュアルを参照して下さい。 
  ＤＳＰへのアクセスは、できる限り弊社付属ソフトをお使い下さい。 
 
３． ＤＳＰ（ＴＭＳ３２０Ｃ６７０１）のメモリマップ 
 
  ＴＭＳ３２０Ｃ６７０１のメモリ空間は４Ｇｂｙｔｅあります。その中で主な領域は表７の様な 
 領域で構成されています。表にＤＳＰのメモリマップを示します。 
 
 

領 域 名 サ イ ズ 
標準実装メモリ(SBSRAM) ２Ｍｂｙｔｅ 
標準実装メモリ（SDRAM） １６Ｍｂｙｔｅ 
ＢＯＯＴ・ＲＯＭ ５１２Ｋｂｙｔｅ 
ＣＰＵ内部メモリ ６４Ｋｂｙｔｅ×２ 
拡張バス ４Ｍｂｙｔｅ 
ボード制御レジスタ（I/O） ４ｗｏｒｄ 

 
表7 ＤＳＰメモリサイズ 

 -  - 
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メモリアドレス メモリ内容 
0000 0000h 標準実装メモリ ＳＢＳＲＡＭ(2Mbyte) 
0020 0000h 空き領域 
0100 0000h 標準実装メモリ ＢＯＯＴ・ＲＯＭ(256K×16) 
0110 0000h 空き領域 
0140 0000h ＤＳＰ内部プログラムＲＡＭ(64Kbyte) 
0141 0000h 空き領域 
0180 0000h 内部ペリフェラル・バスEMIFレジスタ 
0184 0000h 内部ペリフェラル・バスDMAコントローラ・レジスタ 
0188 0000h 内部ペリフェラル・バスHPIレジスタ 
018C 0000h 内部ペリフェラル・バスMcBSP0レジスタ 
0190 0000h 内部ペリフェラル・バスMcBSP1レジスタ 
0194 0000h 内部ペリフェラル・バスTimer0レジスタ 
1980 0000h 内部ペリフェラル・バスTimer1レジスタ 
019C 0000h 内部ペリフェラル・バス割り込みセレクタ・レジスタ 
01A0 0000h 内部ペリフェラル・バス予約 
0200 0000h 標準実装メモリ ＳＤＲＡＭ(16Mbyte) 
0300 0000h 拡張バス 
033F 0000h 標準実装Ｉ/Ｏ Ａ／Ｄ０ＣＨ 
033F 0004h 標準実装Ｉ/Ｏ Ａ／Ｄ１ＣＨ 
033F 0008h 標準実装Ｉ/Ｏ Ｄ／Ａ０ＣＨ 
033F 000Ch 標準実装Ｉ/Ｏ Ｄ／Ａ１ＣＨ 
033F 0010h 標準実装Ｉ/Ｏ ＰＩＯ ＩＮ 
033F 0014h 標準実装Ｉ/Ｏ ＰＩＯ ＯＵＴ 
033F 0018h 標準実装Ｉ/Ｏ Ａ／Ｄビジーフラグ 
033F 001Ch 標準実装Ｉ/Ｏ コントロール・レジスタ 
033F 0020h 標準実装Ｉ/Ｏ 割り込みフラグリセット 
033F 0100h 標準実装ＰＩＯ・Ａ／Ｄ入力割り込みレジスタ 
033F 0200h 機種コードレジスタ 
033F 0300h 動作モードレジスタ 
043F 0400h 空き領域 
0400 0000h 予約 
8000 0000h ＤＳＰ内部データＲＡＭ(64Kbyte) 
8001 0000h 空き領域 
8040 0000h 予約 
FFFF FFFFh  

 
【注意】  弊社ユーティリティソフトウェアを使用する場合は 
  0000 0000ｈ～0000 03FFｈ はリセット、割り込みベクタ 
  0000 0400ｈ～0000 2FFFｈ はプログラム領域 
  0000 3000ｈ～0000 3FFFｈ はデータ領域 
  としてユーティリティソフトウェアが使用するので 

ユーザーは使用しないで下さい。 
 

表8 ＤＳＰ（ＴＭＳ３２０Ｃ６７０１）から見たメモリマップ 

 -  - 
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３．１ 標準メモリ 
 
 標準メモリは、ＳＢＳＲＡＭ２Ｍｂｙｔｅ（ＣＰＵクロック・レート）、ＳＤＲＡＭ１６Ｍ 
 ｂｙｔｅ、実装されています。 
 注意 DSPをリセット,ホールド状態にすると、SDRAMのデータは壊れる可能性があります。 
 
３．２ ＢＯＯＴ・ＲＯＭ 
 
 スタンドアロンで動作させる時の立ち上げ用ＲＯＭ領域です。５１２ＫｂｙｔｅのＲＯＭを 
 搭載してます。ＢＯＯＴ・ＲＯＭ用の書き込み回路が搭載さています。ＲＯＭはフラッシュ 
 メモリを使用しているためＤＳＰより書き込みが可能です。ホストからは、付属ソフトのユー 
 ティリティによって書き込み可能です。 
 
３．３ ボード制御レジスタ 
 
１．動作モード 
 
 本ボードは２つのブートモードが使用できます。 
① ＨＰＩブート・プロセス  ＰＣ/ＡＴから立ち上げます。 

ディップスイッチＤＳＷ１０４－５ 「ＯＦＦ」 
② ＲＯＭブート・プロセス  ＲＯＭから立ち上げます。 

ディップスイッチＤＳＷ１０４－５ 「Ｏ Ｎ」 
選択はディップスイッチＤＳＷ１０４－５の設定によります。そしてこのモードを読み出す 
ことにより動作モードを知ることができます。この動作モードは０３３Ｆ０３００ｈのｂｉ 
ｔ０に割り付けられています。 

 
アドレス：０３３Ｆ０３００ｈ ｂｉｔ０ 

状態 モード 内容 
１ ＨＰＩブート・プロセス ﾎｽﾄからﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞして立ち上がる通常動作 
０ ＲＯＭブート・プロセス BOOTROMで立ち上がる（ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝ機能） 

 
表9 動作モードレジスタ 

 
２．機種コード 
 
 機種コードレジスタからＡＤＳＰシリーズの機種コードを読みとることが可能です。主に 
 ソースレベルデバッガ、ＭＳＣアダプタ、ＭＡＴＬＡＢ対応ライブラリなどの開発用のソフ 
 トウェアで使用されます。 
 ３２ｂｉｔデータの下位４ｂｉｔが有効であり各機種のコードを示しています。この機種コ 
 ードは０３３Ｆ０２００ｈに割り付けられています。 
 

アドレス：０３３Ｆ０２００ｈ 
コード（4bit） 機 種 名 
＊＊＊＊＊＊＊Ａｈ ＡＤＳＰ６７４－００  （１６７ＭＨｚ） 
＊＊＊＊＊＊＊９ｈ ＡＤＳＰ６７４－００  （１５０ＭＨｚ） 

 
 【注】″＊″は、″０～Ｆ″の何れかです。 
 

表10 機種コード （入力） 

 -  - 
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３．割り込み 
 
 ＤＳＰからホストコンピュータに対し割り込みを要求 
 ＤＳＰボードはホストコンピュータに対し割り込みを要求することができます。割り込み 
 要求はホストポートインターフェイス（ＨＰＩ）のコントロールレジスタ 「＊ＨＩＮＴ」 
 により行うことができます。（ＴＭＳ３２０Ｃ６７ｘユーザーズマニュアルを参照して下さい。） 
 割り込みはＤＳＷ１０５で設定したＩＲＱ＊＊になります。 
 
 ホストコンピュータからＤＳＰに対し割り込みを要求 
 ホストコンピュータはＤＳＰに対し割り込みを要求することができます。割り込み 
 要求はＰＣ／ＡＴのＩ／Ｏポート・ベースアドレス＋１番地に割り付けられています。 
 （ＮＭＩ，ＥＸＴ＿ＩＮＴ４の２種類） 
 
 周辺Ｉ/ＯからＤＳＰに対し割り込みを要求 
 周辺Ｉ／ＯはＤＳＰ対し割り込みを要求することができます。ＤＳＰ（ＴＭＳ３２０Ｃ６７０ 
１） には５つの割り込み受付ラインがあり表11の様になっています。割り込みが受け付けられる 
とそれぞれに対応したベクタアドレスより割り込み処理開始番地を取り出しその番地にプログラ

ムが移ります。 
 
ＤＳＰ割り込み名 内  容 
ＥＸＴ＿ＩＮＴ７ 拡張Ｉ/Ｏボードからの割り込み要求 
ＥＸＴ＿ＩＮＴ６ 標準実装ＰＩＯからの割り込み要求とCN11にﾋﾟﾝｱｻｲﾝ 
ＥＸＴ＿ＩＮＴ５ 標準実装Ａ/Ｄからの割り込み要求とCN11にﾋﾟﾝｱｻｲﾝ 
ＥＸＴ＿ＩＮＴ４ ＰＣ／ＡＴ（ホストコンピュータ）からの割り込み要求 
ＮＭＩ ＰＣ／ＡＴ（ホストコンピュータ）からの割り込み要求 

 
表11 ＤＳＰの割り込み受付 

 
 
３．４ ＣＰＵ内部レジスタ 
 
 ＴＭＳ３２０Ｃ６７ｘユーザーズマニュアルを参照して下さい。 
 
３．５ ＣＰＵ内部ＲＡＭ 
 
 ＴＭＳ３２０Ｃ６７Ｘユーザーズマニュアルを参照して下さい。 

 -  - 
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３．６ 拡張バス 
 
 拡張Ｉ／Ｏボードを制御するための拡張バスでＤＳＰから直接制御が可能であり 
 ０３００００００ｈ～０３３ＥＦＦＦＦｈ：の空間が割り付けられ、ＣＮ１１に出力されており周 
 辺ボードを４枚まで接続することができます。 
 （０３３Ｆ００００ｈ以降はＤＳＰボードの標準実装Ｉ／Ｏ等に使用しています。） 
 しかし拡張Ｉ／Ｏボードののアドレス（拡張Ｉ／Ｏボードのハードウェア・マニュアル参照）は 
 ９０００００ｈ～９ＦＦＦＦＦｈに割り当てられているのでアドレス変換が必要になります。 
 アドレス変換は本ボードが行うのでユーザーは、０３００００００ｈ～０３３ＥＦＦＦＦｈをアク 
 セスして下さい。下記にアドレスの対応を示します。 
 ＣＮ１１のアドレスには０３００００００ｈ～０３３ＥＦＦＦＦｈをアクセスすると 
 ９０００００ｈ～９ＦＦＦＦＦｈが出力されます。 
 拡張Ｉ／Ｏボードを使用するには別売のケーブル(ADSP324-15)が必要です。 
 
 

ＤＳＰボードアドレス 拡張Ｉ／Ｏボードアドレス 
０３００００００ｈ ９０００００ｈ 
０３０００００４ｈ ９００００１ｈ 
０３０００００８ｈ ９００００２ｈ 
・ ・ 
・ ・ 

０３０３ＦＦＦＣｈ ９０ＦＦＦＦｈ 
・ ・ 
・ ・ 

０３３ＥＦＦＦ８ｈ ９ＦＢＦＦＥｈ 
０３３ＥＦＦＦＣｈ ９ＦＢＦＦＦｈ 

 
表12 ＤＳＰと拡張Ｉ／Ｏボードのアドレス対応表 

 

 -  - 
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No 信 号 名 No 信 号 名 
1101 XD00 1102 XD01 
1103 XD02 1104 XD03 
1105 XD04 1106 XD05 
1107 XD06 1108 XD07 
1109 XD08 1110 XD09 
1111 XD10 1112 XD11 
1113 XD12 1114 XD13 
1115 XD14 1116 XD15 
1117 XD16 1118 XD17 
1119 XD18 1120 XD19 
1121 XD20 1122 XD21 
1123 XD22 1124 XD23 
1125 XD24 1126 XD25 
1127 XD26 1128 XD27 
1129 XD28 1130 XD29 
1131 XD30 1132 XD31 
1133 GND 1134 XA00 
1135 GND 1136 XA01 
1137 GND 1138 XA02 
1139 GND 1140 XA03 
1141 GND 1142 XA04 
1143 GND 1144 XA05 
1145 GND 1146 XA06 
1147 GND 1148 XA07 
1149 GND 1150 XA08 
 

No 信 号 名 No 信 号 名 
1151 GND 1152 XA09 
1153 GND 1154 XA10 
1155 GND 1156 XA11 
1157 GND 1158 XA12 
1159 GND 1160 XA13 
1161 GND 1162 XA14 
1163 GND 1164 XA15 
1165 GND 1166 XA16 
1167 GND 1168 XA17 
1169 GND 1170 XA18 
1171 GND 1172 XA19 
1173 GND 1174 XA20 
1175 GND 1176 XA21 
1177 GND 1178 XA22 
1179 GND 1180 XA23 
1181 GND 1182      *1
1183 GND 1184 *EXTSTRB 
1185 GND 1186 *EXTWR 
1187 GND 1188 TOUT0 
1189 GND 1190      *1
1191 GND 1192      *1
1193 GND 1194 *EXT_INT5 
1195 GND 1196 *EXT_INT6 
1197 GND 1198 *EXT_INT7 
1199 GND 1100 *EXTRESET 
 

                表13 ＣＮ１１のピン配置 
 
 【注】 * は負論理を表しています。 
     *1は未使用ですが使用してはいけません。 
 
  ＸＤ＊＊ ：バスインインターフェイスの３２ビットデータバス 
  ＸＡ＊＊ ：バスインインターフェイスの２４ビットアドレスバス 
 XA00～XA23には９０００００ｈ～９ＦＦＦＦＦｈが出力されます。 
 ＊ＥＸＴＳＴＲＢ ：外部のデバイスに対するストローブです。Ｌｏの時ＸＤ**、ＸＡ**有効 
 ＊ＥＸＴＷＲ ：外部のデバイスに対するリード／ライトです 
  ＴＯＵＴ０ ：タイマクロック。ＴＯＵＴ０からタイマ０で発生されたパルス出力です。 
 ＊ＥＸＴ＿ＩＮＴ＊ ：外部割り込み5～7。ローアクティブ。 
 ＊ＥＸＴＲＥＳＥＴ ：ＤＳＰがリセットされた時、ローになります。 
 
注意 
＊ＥＸＴ＿ＩＮＴ７は拡張Ｉ／Ｏボード（例 Ａ/Ｄ･D/Aﾎﾞｰﾄﾞ,PIOﾎﾞｰﾄﾞ等）のハードウェア・ 
ユーザーズ・マニュアル記載のＩＮＴ３に相当します。よって拡張Ｉ／Ｏボードからの割り込みは 
＊ＥＸＴ＿ＩＮＴ７にセットされます。 
 

 -  - 
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 -  - 
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４． ＰＣ／ＡＴとのインターフェースに関するディップスイッチの設定 
 
   ＡＤＳＰ６７４－００の制御はＰＣ／ＡＴバス上の１６Ｋｂｙｔｅのメモリ空間と４番地の 
  Ｉ／Ｏ空間を通して行なわれます。そのため、これに関連したディップスイッチの設定が必要 
  となります。 
 
【注意】ディップスイッチの設定及び論理は下記のように定義されています。 
 
      DSW***  １２３４ 

 O N 
 OFF 
■■■■ 
 

DSW***の１～４の設定はすべて“ＯＮ” 
の状態を示しています 

 
      ディップスイッチの“ＯＮ”“ＯＦＦ”の論理は Ｏ Ｎ：０ 
                             ＯＦＦ：１ 
 
４．１ メモリ・ベースアドレスの設定【ＤＳＷ１０１】 
 
   ＰＣ／ＡＴのユーザー使用可能なメモリ領域は０～１Ｍｂｙｔｅのなかでは０Ｅ００００Ｈ 
  ～０ＦＦＦＦＦＨまでなのでそのなかに割り付けます。そしてＡＤＳＰ６７４－００は１６台 
  まで拡張可能ですが、その場合のメモリ・ベースアドレスは全てのボードに同じアドレスを設 
  定して下さい。また他のＰＣ／ＡＴ周辺ボードとアドレスが重ならない様に設定して下さい。 
 

ＤＳＷ１０１ 
DSW101 信 号 名 ＯＮ【０】 ＯＦＦ【１】 
  １０    ＳＡ２３    ■  
   ９    ＳＡ２２    ■  
   ８    ＳＡ２１    ■  
   ７    ＳＡ２０    ■  
   ６    ＳＡ１９     ■ 
   ５    ＳＡ１８     ■ 
   ４    ＳＡ１７     ■ 
   ３    ＳＡ１６    ■  
   ２    ＳＡ１５    ■  
   １    ＳＡ１４    ■  

 
                 表14 ＤＳＷ１０１の設定 
 
              例 ベースアドレス：０Ｅ００００Ｈ（出荷時） 
 
               DSW101 １２３４５６７８９10 

 O N 
 OFF 
■■■   ■■■■

   ■■■ 
 
                   図1 ＤＳＷ１０１の設定 
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４．２ Ｉ／Ｏアドレスとボード・コントロールの設定【ＤＳＷ１０２】【ＤＳＷ１０３】 
 
   Ｉ／Ｏアドレスは４バイト毎の偶数番地に設定します。ＰＣ／ＡＴのＩ／Ｏアドレスは１６ 
  ｂｉｔありその上位８ｂｉｔをＤＳＷ１０３で、下位８ｂｉｔの内の上位６ｂｉｔをＤＳＷ 
  １０２で設定します。ＰＣ／ＡＴのユーザ使用可能なＩ／Ｏ領域は３００Ｈ～３１ＦＨの３２ 
  バイトの空間です。この空間が０～６４Ｋバイトの各１Ｋバイト毎に使用できます。そして 
  ＡＤＳＰ６７４－００は１６台まで拡張可能ですが、その場合のＩ／Ｏアドレスは全てのボ 
  ードに同じアドレスを設定して下さい。また他のＰＣ／ＡＴ周辺ボードとアドレスが重ならな 
  い様に設定して下さい。 
 

ＤＳＷ１０３ 
DSW103 信 号 名 ＯＮ【０】 ＯＦＦ【１】 
８ ＳＡ１５    ■  
７ ＳＡ１４    ■  
６ ＳＡ１３    ■  
５ ＳＡ１２    ■  
４ ＳＡ１１    ■  
３ ＳＡ１０    ■  
２ ＳＡ０９     ■ 
１ ＳＡ０８     ■ 

 
ＤＳＷ１０２ 

DSW102 信 号 名 ＯＮ【０】 ＯＦＦ【１】 
８ ＳＡ０７    ■  
７ ＳＡ０６    ■  
６ ＳＡ０５    ■  
５ ＳＡ０４    ■  
４ ＳＡ０３    ■  
３ ＳＡ０２    ■  
２ 未使用     ■ 
１ 未使用     ■ 

 
               表15 ＤＳＷ１０２・ＤＳＷ１０３の設定 
 
             例 Ｉ／Ｏアドレス：０３００Ｈ（出荷時） 
 
              下位６ｂｉｔ            上位８ｂｉｔ 
        DSW102 １２３４５６７８ 

O N 
OFF 
  ■■■■■■ 
■■ 

 

  DSW103 １２３４５６７８ 
O N 
OFF 
  ■■■■■■ 

               図2 ＤＳＷ１０２・ＤＳＷ１０３の設定 

 -  - 
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４．３ ボード番号の設定とＢＯＯＴ・ＲＯＭの設定【ＤＳＷ１０４】 
 
   ＡＤＳＰ６７４－００をＰＣ／ＡＴに複数接続する場合は、識別のために個々のボード毎 
  に異なったボード番号を設定しなければなりません。ＤＳＷ１０４－1～４にて設定します。 
  ＢＯＯＴ・ＲＯＭによる立ち上げ（スタンドアロン機能）の設定をＤＳＷ１０４－５にて設 
  定します。「ＯＮ」でＢＯＯＴ・ＲＯＭによる立ち上げです。（スタンドアロン機能） 
  ＲＯＭ書き込みは、ディップスイッチＤＳＷ１０4－６を「ＯＮ」で書き込み許可に変更した後、 
  付属のソフトウェアのユーティリティを使って書き込みを行って下さい。 
  ＢＯＯＴ・ＲＯＭ用に５１２Ｋｂｙｔｅのフラッシュメモリが実装されてます。 
 

         ＤＳＷ１０４   （ボード番号：０  ＲＡＭ仕様） 
DSW104   信 号 名  ＯＮ【０】  ＯＦＦ【１】 
８ 未使用     ■ 
７ 未使用     ■ 
６ BOOT･ROM書き込み許可 許可    ■ 
５ BOOT･ROM立ち上げ ROM立ち上げ    ■ 
４  ボードＮｏ ２３    ■  
３  ボードＮｏ ２２    ■  
２  ボードＮｏ ２１    ■  
１  ボードＮｏ ２０    ■  

 
ﾎﾞｰﾄﾞNo    ２０    ２１    ２２    ２３ 
 １５  ＯＦＦ  ＯＦＦ  ＯＦＦ  ＯＦＦ 
 １４  Ｏ Ｎ  ＯＦＦ  ＯＦＦ  ＯＦＦ 
 １３  ＯＦＦ  Ｏ Ｎ  ＯＦＦ  ＯＦＦ 
 １２  Ｏ Ｎ  Ｏ Ｎ  ＯＦＦ  ＯＦＦ 
 １１  ＯＦＦ  ＯＦＦ  Ｏ Ｎ  ＯＦＦ 
 １０  Ｏ Ｎ  ＯＦＦ  Ｏ Ｎ  ＯＦＦ 
  ９  ＯＦＦ  Ｏ Ｎ  Ｏ Ｎ  ＯＦＦ 
  ８  Ｏ Ｎ  Ｏ Ｎ  Ｏ Ｎ  ＯＦＦ 
  ７  ＯＦＦ  ＯＦＦ  ＯＦＦ  Ｏ Ｎ 
  ６  Ｏ Ｎ  ＯＦＦ  ＯＦＦ  Ｏ Ｎ 
  ５  ＯＦＦ  Ｏ Ｎ  ＯＦＦ  Ｏ Ｎ 
  ４  Ｏ Ｎ  Ｏ Ｎ  ＯＦＦ  Ｏ Ｎ 
  ３  ＯＦＦ  ＯＦＦ  Ｏ Ｎ  Ｏ Ｎ 
  ２  Ｏ Ｎ  ＯＦＦ  Ｏ Ｎ  Ｏ Ｎ 
  １  ＯＦＦ  Ｏ Ｎ  Ｏ Ｎ  Ｏ Ｎ 
  ０  Ｏ Ｎ  Ｏ Ｎ  Ｏ Ｎ  Ｏ Ｎ 

 
                 表16 ＤＳＷ１０４の設定 
 
                 例 ボード番号：０（出荷時） 
 
               DSW104 １２３４５６７８ 

 O N 
 OFF 
■■■■ 
    ■■■■

 
               図3 ＤＳＷ１０４の設定 
 

 -  - 
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４．４ 割り込みの設定とＩＳＡﾊﾞｽの切り離し【ＤＳＷ１０５】 
 
   ＡＤＳＰ６７４－００からＰＣ／ＡＴバスへの割り込み信号のＩＲＱを設定するディップ 
  スイッチです。割り込みは、ＩＲＱ５、９、１０，１１，１２，１５の６本の中から１本選 
  択してください。ＤＳＷ１０５－１～６で設定します。 
   ＡＤＳＰ６７４－００からＰＣ／ＡＴバスへの切り離しはＤＳＷ１０５―８で設定 
  します。 
   また、基本的にはHPIのHRDYチェックはしない ＤＳＷ１０５―７ ON で使用してください。 
  HRDYチェックはソフトチェックにて行います。ホストとのデータ転送等は、付属ソフトの関数 
 （A67_ArrayGet、A67_ArrayPut、A67_ getmem、A67_putmem）を御使い下さい。 
 

           ＤＳＷ１０５   （ＩＲＱ１０  ISAバス接続） 
  DSW105   信 号 名   Ｏ Ｎ   ＯＦＦ 
８ 動作モード PC/ATバス接続 PC/ATバス切離し 
７ HRDYﾁｪｯｸ しない する 
６   ＩＲＱ１５  ■ 
５   ＩＲＱ１２  ■ 

   ４   ＩＲＱ１１  ■ 
   ３   ＩＲＱ１０    ■  
   ２   ＩＲＱ９  ■ 
   １   ＩＲＱ５  ■ 

 
                表17 ＤＳＷ１０５の設定 
 
                例 ＩＲＱ１０（出荷時） 
     HRDYﾁｪｯｸ しない 
                  ＰＣ／ＡＴ（ＩＳＡ）バス接続 
 
               DSW105 １２３４５６７８ 

 O N 
 OFF 

    ■   ■■
■■  ■■■ 

 
                 図4 ＤＳＷ１０５の設定 
 

 -  - 
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５． 標準実装Ｉ／Ｏ 
 
   本ﾎﾞｰﾄﾞには、１２ｂｉｔのＡ／Ｄコンバータが２ＣＨ、１２ｂｉｔのＤ／Ａコンバータが２ＣＨ、 
  ８ｂｉｔのパラレル入力が１ＣＨ、８ｂｉｔのパラレル出力が１ＣＨ、搭載されています。 
 
５．１ 精度と機能 
 
 □Ａ／Ｄコンバータ部 
  ①分解能   １２ｂｉｔ 
  ②チャンネル数  ２ｃｈ 
  ③入力電圧範囲  ±２．５Ｖ 
  ④変換順序  ２ｃｈ同時変換 
  ⑤変換時間  ３ＭＨｚ 
  ⑥入力インピーダンス ５ＭΩ 
  ⑦自動変換開始機能 ＤＳＰのＴＯＵＴ０信号に同期して全チャンネル同時変換 
 
 □Ｄ／Ａコンバータ部 
  ①分解能   １２ｂｉｔ 
  ②チャンネル数  ２ｃｈ 
  ③出力電圧範囲  ±１Ｖ 
  ④変換順序  任意チャンネル変換、又は２ｃｈ同時変換 
  ⑤変換時間  ３ＭＨｚ／ｃｈ 
  ⑥出力インピーダンス ２００Ω 
  ⑦自動変換開始機能 ＤＳＰのＴＯＵＴ０信号に同期して全チャンネル同時変換 
 
 □パラレル出力部 
  ①点数   ８ｂｉｔ × 1ｃｈ 
  ②信号レベル  ＴＴＬレベル 
 
 □パラレル入力部 
  ①点数   ８ｂｉｔ × 1ｃｈ 
  ②信号レベル  ＴＴＬレベル  （終端 4.7KΩでプルアップ） 
  ③割り込み信号  ＥＸＴＩＮ７はＤＳＰへＥＸＴ＿ＩＮＴ６の割り込みも可能 
    （標準実装ＰＩＯ入力割り込みレジスタ有効時） 
  ④外部クロック  ＥＸＴＩＮ６は標準実装Ａ/Ｄ Ｄ/Ａの外部クロック変換も可能 
    （コントロールレジスタ 外部クロックによる変換開始有効時） 
 
 □タイマ出力部 
  ①点数   ２ｃｈ  ＴＯＵＴ０、ＴＯＵＴ１ 
  ②信号レベル  ＴＴＬレベル 
 
 □タイマ入力部 
  ①点数   ２ｃｈ  ＴＩＮＰ０、ＴＩＮＰ１ 
  ②信号レベル  ＴＴＬレベル  （終端 4.7KΩでプルアップ） 
 

 -  - 
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５．２ メモリマップとビット配置 
 
 

アドレス ＷＲＩＴＥ ＲＥＡＤ 
033F 0000h Ａ/Ｄｺﾝﾊﾞｰﾀ変換開始 Ａ／Ｄ０ｃｈデータ入力 
033F 0004h Ａ/Ｄｺﾝﾊﾞｰﾀ変換開始 Ａ／Ｄ１ｃｈデータ入力 
033F 0008h Ｄ／Ａ０ｃｈデータ出力  
033F 000Ch Ｄ／Ａ１ｃｈデータ出力  
033F 0010h  ＰＩＯデータ入力 
033F 0014h ＰＩＯデータ出力  
033F 0018h  A/Dビジーフラグ 
033F 001Ch コントロールレジスタ  
033F 0020h 割り込みフラグリセット  
033F 0100h PIO･A/D入力割込みﾚｼﾞｽﾀ  

 
    表18 標準実装Ｉ/Ｏのメモリマップ 
 
 

                BIT   7            4     3      0 
アドレス＋０    7   6   5   4    3   2   1   0 
アドレス＋１   15  14  13  12   11  10   9   8 
アドレス＋２   23  22  21  20   19  18  17  16 
アドレス＋３   31  30  29  28   27  26  25  24 

 
    表19 標準実装Ｉ/Ｏのビット配置 
 
□ Ａ／Ｄ、Ｄ／Ａ共にBIT０～１１がデータとして有効です。 
□ Ａ／Ｄ入力時BIT12～31は不定です。 
□ ＰＩＯは入出力共にBIT０～７がデータとして有効です。 
入力はBIT０～７がEXTIN0～EXTIN7（表27参照） 
  出力はBIT０～７がEXTOUT0～EXTOUT7（表28参照） 
□ Ｉ／Ｏ入力時BIT08～31は不定です。 

    □ コントロールレジスタはBIT０～4がデータとして有効です。 
 

 -  - 
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５．３ 入出力信号 
 
１． Ｄ／Ａコンバータの出力回路は 

 

Ｄ／Ａコンバータの出力 

アナロググランド 

 

で１組の出力回路を構成しています。入出力用コネクターの信号配置は表28 
を参照して下さい。 

 

 
 
                   

 アナログ電圧出力 
  

    アナロググランド 

 
 
                   

 アナログ電圧出力 
  

    アナロググランド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 Ｄ／Ａコンバータ出力回路 

 

 

 

 ２．Ａ/Ｄコンバータの入力回路は 

 

  バッファーアンプの入力 

  アナロググランド 

 

で１組の入力回路を構成しています。入出力用コネクターの信号配置は表28 
を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

     アナログ電圧出力 

 

 

 

 

     アナロググランド 

 

 

 

図 6 Ａ/Ｄコンバータ入力回路 
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５．４ コントロールレジスタの設定と動作 
 
 コントロール・レジスタの設定内容を表６に示します。電源投入時、このレジスタはイニシャルリセ

ットされ【０】になっています。よってＤＳＰによる変換開始で割り込みは発生しません。 

この設定により、Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバータや、割り込みによる動作が設定できます。 

 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ ０ １ 

ｂｉｔ３ 割込み不可 割込み可 

ｂｉｔ２ 同期 非同期 

ｂｉｔ１ ＴＯＵＴ０による変換開始 ＥＸＴＩＮ６による変換開始 

ｂｉｔ０ ＤＳＰによる変換開始 外部クロックによる変換開始 

 

表20 コントロール・レジスタの設定内容 
 

 １．ＤＳＰデータの書き込みによるＡ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバータ変換 
 

  コントロール・レジスタ【ｂｉｔ０】～【ｂｉｔ３】を【０】にすることにより、ＤＳＰからの書

 きこみによってＡ／Ｄコンバータは全チャンネル、Ｄ／Ａコンバータは各チャンネルごと変換をおこ

 ないます。表 22参照 
 

 ２．Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバータの同期変換 
 

  コントロール・レジスタ【ｂｉｔ０】を【１】と【ｂｉｔ２】を【０】にすることにより【ＴＯＵ

 Ｔ０】あるいは【ＥＸＴＩＮ６】の何れか（【ｂｉｔ１】にて設定）に同期してＡ／Ｄ・Ｄ／Ａコン

 バータを同時変換することができます。表 22参照 
 

 ３．Ａ／Ｄコンバータのみ同期変換（Ｄ／Ａコンバータはデータの書き込み変換） 
 
  コントロール・レジスタ【ｂｉｔ０】を【１】と【ｂｉｔ２】を【１】にすることにより【ＴＯＵ

 Ｔ０】あるいは【ＥＸＴＩＮ６】の何れか（【ｂｉｔ１】にて設定）に同期してＡ／Ｄコンバータの

 みを同時変換することができます。Ｄ／Ａコンバータは各チャンネルごとのデータの書き込みにより

 変換をおこないます。表 22参照 
 
 ４．割り込み信号のマスク制御 
 

『Ａ／Ｄ変換終了割り込み』はＡ／Ｄ変換が終了（ビジーの立ち上り）するとＥＸＴ＿ＩＮＴ５に

割り込みがかかります。この発生は“コントロール・レジスタ”の【ｂｉｔ３】を【１】と、“標

準実装ＰＩＯ・Ａ／Ｄ入力割り込みレジスタ”(033F0100h)の【ｂｉｔ1】を【１】すると割り込み可
となり、【０】にすると不可になります。ＤＳＰへの割り込みはＥＸＴ＿ＩＮＴ５になります。 

よってＣＮ１１のＥＸＴ＿ＩＮＴ５との併用はできません。 

 

標準実装PIO･A/D入力割り込みﾚｼﾞｽﾀ ０ １ 

ｂｉｔ１ A/D変換終了割込み不可 A/D変換終了割込み可 

ｂｉｔ０ PIO割込み不可 PIO割込み可 

 

表21 標準実装PIO･A/D入力割り込みﾚｼﾞｽﾀの設定内容 
 

 -  - 
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動作モード 
サンプリング・クロックの選択 
 

 本ボードのサンプリングモードは表 22の様に４種類の中から選択する事ができます。そしてサンプリ
ングを外部変換開始信号に同期させてＡ／ＤコンバータとＤ／Ａコンバータの各チャンネルを同時に変

換させることも可能です。さらに４種類のモード全てに於いてＡ／Ｄ変換終了の確認をＡ／Ｄ変換終了

割り込みを使って知ることができます。 

 

 □ＥＸＴＩＮ６ ボードの外部（Ｉ／Ｏ入力 EXTIN6）からサンプリング信号を与え変換を開始 

 させる時に使用します。 

 入力信号はＴＴＬレベルで負論理で立ち下がりのエッヂに同期されます。 

 Ａ／Ｄ変換割り込みを使って入出力処理を行うとＤＳＰのアイドル時間が無く 

 効率的です。 

 

□ＴＯＵＴ０ ＤＳＰ内のオンチップタイマの【タイマ０】で生成されたパルスを出力する 

ピンの信号がＤＳＰ拡張バスに出力されています。 

 この信号を利用する事により複数台のＡ／Ｄ・Ｄ／Ａボードに同期を掛ける 

 事ができます。この場合タイマ０の割り込みは使用しません。 

 Ａ／Ｄ変換割り込みを使って入出力処理を行うとＤＳＰのアイドル時間が無 

 く効率的です。 

 

□ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰ ＤＳＰ内のオンチップタイマの【タイマ０】或いは、【タイマ１】を使ってサ 

 ンプリング周期を決め周期毎に割り込みを発生させて割り込み処理ルーチン 

 の中でＡ／Ｄコンバータの読み出しや、Ａ／Ｄコンバータの変換開始、Ｄ／Ａ 

 コンバータへの出力を行います。 

 

□任  意 任意のタイミングでＡ／Ｄ変換・Ｄ／Ａ変換を行います。 

 

 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ ＥＸＴＩＮ６ ＴＯＵＴ０ ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰ割込 任意ﾀｲﾐﾝｸﾞ 

変換開始モード 自動変換 自動変換 ＤＳＰ起動 ＤＳＰ起動 

ｂｉｔ０ １ １ ０ ０ 

ｂｉｔ１ １ ０ ０ ０ 

用 途 

外部信号にｻﾝﾌﾟ

ﾘﾝｸﾞを同期させ

て行う 

ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰのｸﾛ

ｯｸｱｳﾄ信号にｻﾝ

ﾌﾟﾘﾝｸﾞを同期さ

せて複数台を同

時に行う 

ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰの割

り込みにｻﾝﾌﾟﾘﾝ

ｸﾞを同期させて

行う 

任意のﾀｲﾐﾝｸﾞで

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞを行う

 

表 22 サンプリング信号の選択 
 

 -  - 
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ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰ割込みに同期 

任意タイミング 

ＥＸＴＩＮ６ 
ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ bit1:1 

ＴＯＵＴ０ 
ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ bit1:0 

外部クロック 

による変換開始 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ bit

0:1 

ＤＳＰのライト 

による変換開始 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ bit

0:0 

変換モードの選択  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7 変換開始モードの選択 
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５．５ Ａ／Ｄコンバータの変換開始指令 
 
 Ａ／Ｄコンバータの変換開始指令は【０３３Ｆ００００ｈ】か【０３３Ｆ０００４】番地にメモリ書

き込み動作を行うことにより実行されます。変換開始指令について本ボードは、どちらのアドレスに書

き込みを行っても２ｃｈのＡ／Ｄコンバータに同時に変換開始指令が発せられます。 

 

 Ａ／Ｄコンバータの制御手順は、まず始めにＡ／Ｄコンバータに変換指令を与えます。Ａ／Ｄコンバ

ータはメモリ空間にマップされていますのでそのアドレスに書き込み動作を行うことにより変換を開始

させることができます。その後直ちにビジーフラグを入力し変換が終了したか（ビジーフラグ＝１）を

調べます。変換終了を確認した後に変換データを取り出します。変換中（ビジーフラグ＝０）のデータ

は正しい変換データではありません。尚、変換終了割り込みを利用することによりビジーフラグのチェ

ックをせずにデータの取り込みを行うことも可能です。 

 

 

        １ 

変換指令    ０ 

 

        １ 

ビジーフラグ  ０ 

 

        １ 

変換データ読込 ０ 

 

図8 Ａ／Ｄコンバータの制御タイミングチャート 
 
５．６ Ａ／Ｄコンバータの変換データの読み出し 
 
 

 Ａ／Ｄコンバータの変換データの読み出しは、Ａ／Ｄコンバータのアドレスからメモリデータの読み

出し動作を行うことにより実現されます。変換データの読み出しアドレスの詳細は表18を参照して下さ
い。 

 
５．７ Ａ／Ｄコンバータのビジーフラグ（変換中）チェック 
 
 ビジーフラグは【０３３Ｆ００１８ｈ】にあり、その番地からデータを読み出すことによりＡ／Ｄコ

ンバータが現在変換中かどうかを調べることができます。変換中はＡ／Ｄコンバータから読み出したデ

ータは正しいものではありません。ビジーフラグがアクティブでなくなった後に正しい変換データを読

み出します。尚、変換終了割り込みを利用する事によりビジーフラグのチェックをせずにデータの取り

込みを行う事も可能です。 

 

ビジーフラグ 意 味 

０ 変換中 

１ 変換終了 

 

表23 ビジーフラグの定義 
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 また【０３３Ｆ００１８ｈ】から読み出したビジーフラグデータのビットマップは表24の様に定義さ
れています。 

 

ｂｉｔ 定     義 

０ Ａ／Ｄ０ＣＨ ＢＵＳＹ 

１ Ａ／Ｄ１ＣＨ ＢＵＳＹ 

２ 不定 

・ 不定 

３１ 不定 

 

表24 ビジーフラグ読み出しデータのビットマップ 
 

 
５．８ Ｄ／Ａコンバータへのデータ書き込み 
 

 Ｄ／Ａコンバータのアナログ電圧出力は、Ｄ／Ａコンバータへのデータの書き込みにより実現されま

す。またＤ／Ａコンバータの出力モードには２つのモードがありコントロール・レジスタ【ｂｉｔ０】

の設定により動作が異なります。 

任意タイミング 

 このビットが【０】の時データは直接Ｄ／Ａコンバータに直接書き込まれアナログ出力はすぐに変化

します。 

同期（Ａ／Ｄ Ｄ／Ａ）タイミング【ｂｉｔ２】【０】 

 一方【１】の場合はデータはバッファ回路にラッチ（記憶）されます。そして【ＴＯＵＴ０】あるい

は【ＥＸＴＩＮ６】の何れかに同期してＤ／Ａコンバータに書き込まれます。この時にＡ／Ｄコンバー

タも同期して変換を開始します。 

Ｄ／Ａ非同期タイミング【ｂｉｔ２】【１】 

 またコントロール・レジスタ【ｂｉｔ０】【１】、【ｂｉｔ２】【１】の場合はデータの書き込みに

より変換します。この時Ａ／Ｄコンバータは外部ＣＬＫに同期しています。 

 【０３３ｆ０００８ｈ】、【０３３Ｆ０００Ｃｈ】にＤ／Ａコンバータのアドレスが割り当てられて

いるので、各チャンネルに対応したメモリアドレスにアナログ電圧に相当したデータを書き込みます。

変換データの書き込みアドレスの詳細は表18を参照して下さい。 
 

 -  - 
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５．９ Ａ／Ｄ変換終了割込み（Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａ同時変換（同期））の使用例 
 
   自動変換機能を行っているときに、外部変換開始信号に同期してＡ／Ｄコンバータは変換が 

  開始され、またＤ／Ａコンバータは前回Ｄ／Ａコンバータのバッファに貯えられたデータを出 

  力します。そしてＡ／ＤコンバータがＡ／Ｄ変換終了の割込みを発生するとＤＳＰは『ＥＸＴ＿ 

  ＩＮＴ７』のベクタアドレスに格納されている割り込み処理ルーチンにジャンプし、割り込みフ 

  ラグレジスタを読み込みます。さらにＤＳＰはユーザの『ある処理』を行いその結果をＤ／Ａコ 

  ンバータのバッファに書き込み一時的にデータを蓄え次回の外部変換開始信号に備えます。 

 

 

外部変換開始信号 

 

 

 

Ａ／Ｄ変換開始 

 

 

バッファデータを 

Ｄ／Ａに出力 

 

 

Ａ／Ｄ変換中 

（BUSY FLAG） 

 

 

Ａ／Ｄ変換終了 

割込み発生 

 

 

割り込みフラグ 

レジスタ読込み 

 

Ａ／Ｄデータ 

読込み 

 

出力データを 

バッファへラッチ 

 

 

図9 Ａ／Ｄ変換終了割り込み（同期）を使ったＡ／Ｄ・Ｄ／Ａ変換タイムチャート 
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５．１０  Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａ変換データ 
 
入力電圧とＡ／Ｄ変換データの関係 
 

 入力電圧とＡ／Ｄコンバータの変換データ（ビット０～１１）との関係を表25に示します。Ａ／Ｄ変
換データの未使用ビット（ビット１２～３１）は不定になります。 

 

 

入力電圧範囲 ±２．５Ｖ Ａ／Ｄ変換データ 

２．４９８８Ｖ以上 ７ＦＦｈ 

… … 

１．２２ｍＶ ００１ｈ 

０Ｖ ０００ｈ 

－１．２２ｍＶ ＦＦＦｈ 

… … 

－２．５Ｖ以下 ８００ｈ 

 

表25 理想入力電圧とＡ／Ｄ変換データ 
 

 
 出力データとＤ／Ａコンバータの変換電圧との関係 
 

   出力データ（ビット０～１１）とＤ／Ａコンバータの変換出力電圧との関係を表26に示します。 
 

出力電圧範囲 ±１Ｖ 

出力データ 変換出力電圧 

ＦＦＦｈ ０．９９９５１Ｖ 

… … 

８０１ｈ ４８８ｍＶ 

８００ｈ ０Ｖ 

７ＦＦｈ －４８８ｍＶ 

… … 

０００ｈ －１Ｖ 

 
表26 出力データとＤ／Ａコンバータの変換出力電圧 

 

 -  - 
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５．１１  ＰＩＯ入力と出力 
 
８ｂｉｔ入力 
 
  ８ｂｉｔデータ（ビット０～７）の入力ポートは【０３３Ｆ００１０ｈ】にマップされています。

 データはこのアドレスからのデータ読み込みによって行われます。（5.2 ﾒﾓﾘﾏｯﾌﾟとﾋﾞｯﾄ配置 参照） 

  またＥＸＴＩＮ６はＡ/Ｄ・Ｄ/Ａ同時変換の外部クロックとしても使われます。外部クロックとし 

 て使用する場合は “５．４ コントロールレジスタの設定と動作” をお読みください。 

  ＥＸＴＩＮ７はＤＳＰへの割り込み（ＥＸＴ＿ＩＮＴ６）としても使われます。 

 ＥＸＴＩＮ７をＤＳＰへの割り込み（ＥＸＴ＿ＩＮＴ６）として使う時は、標準実装ＰＩＯ入力割り

 込みレジスタを有効にして下さい。その場合ＣＮ１１のＥＸＴ＿ＩＮＴ６との併用はできません。 
 ＣＮ１１のＥＸＴ＿ＩＮＴ６から入力された信号は無視されます。 
 
  ＥＸＴＩＮ７をＤＳＰへの割り込み有効の設定 

 ＥＸＴＩＮ７をＤＳＰへの割り込みを有効にするには、標準実装ＰＩＯ入力割り込みレジスタ 
 【０３３Ｆ０１００ｈ】のビット０に【１】を書きこみます。 

 

          アドレス：０３３Ｆ０１００ｈ ｂｉｔ０ 
設定          内容 
１ 標準実装ＰＩＯ入力ＥＸＴＩＮ７ ＤＳＰへの割り込み有効 
０ 標準実装ＰＩＯ入力ＥＸＴＩＮ７ ＤＳＰへの割り込み無効 

 
            表27 ＥＸＴＩＮ７ ＤＳＰへの割り込み設定 
 
 
８ｂｉｔ出力 
 
  ８ｂｉｔデータ（ビット０～７）の出力ポートは【０３３Ｆ００１４ｈ】にマップされています。

 データはこのアドレスへのデータ書き込みによって行われます。（5.2 ﾒﾓﾘﾏｯﾌﾟとﾋﾞｯﾄ配置 参照） 

 このポートは出力のみで、入力しても現在のデータは読み込みできません。 
 
５．１２  タイマ入出力 
 
  ＤＳＰのタイマ入出力（ＴＩＮＰ０，１とＴＯＵＴ０、１）がＴＴＬレベルに変換されＣＮ１４、 
 １５に割り付けられています。 
  またＴＯＵＴ０は標準実装Ｉ／Ｏや拡張ボードに使用した時はＣＮ１５からも出力されるので注意 
 してください。同じようにＣＮ１５で使用してもＣＮ１１に出力します。 
 

 -  - 
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５．１３  標準実装Ｉ／Ｏ入出力コネクタのピン配置 
 
   Ａ／Ｄ、Ｄ／Ａコンバータ 

コネクタＮｏ． 信 号 名 
ＢＮＣ１ Ａ／Ｄコンバータ０ＣＨ 
ＢＮＣ２ Ａ／Ｄコンバータ１ＣＨ 
ＢＮＣ３ Ｄ／Ａコンバータ０ＣＨ 
ＢＮＣ４ Ｄ／Ａコンバータ１ＣＨ 

 
表28 Ａ／Ｄ、Ｄ／Ａコンバータ ＢＮＣコネクタ表 

 
 
              ＣＮ１４    ＰＩＯ入力

No 信 号 名  No 信 号 名 
1401 EXTIN0 (BIT0) 1402 GND 
1403 EXTIN1 (BIT1) 1404 GND 
1405 EXTIN2 (BIT2) 1406 GND 
1407 EXTIN3 (BIT3) 1408 GND 
1409 EXTIN4 (BIT4) 1410 GND 
1411 EXTIN5 (BIT5) 1412 GND 
1413 EXTIN6 (BIT6) 1414 GND 
1415 EXTIN7 (BIT7) 1416 GND 
1417 EXTTINP0 1418 GND 
1419 EXTTINP1 1420 GND 

 
 
              ＣＮ１５    ＰＩＯ出力

No 信 号 名  No 信 号 名 
1501 EXTOUT0 (BIT0) 1502 GND 
1503 EXTOUT1 (BIT1) 1504 GND 
1505 EXTOUT2 (BIT2) 1506 GND 
1507 EXTOUT3 (BIT3) 1508 GND 
1509 EXTOUT4 (BIT4) 1510 GND 
1511 EXTOUT5 (BIT5) 1512 GND 
1513 EXTOUT6 (BIT6) 1514 GND 
1515 EXTOUT7 (BIT7) 1516 GND 
1517 EXTTOUT0 1518 GND 
1519 EXTTOUT1 1520 GND 

 
表29 ＰＩＯ＆タイマ入出力コネクタＣＮ１４・ＣＮ１５のピン配置 

 
 

   ⑲⑰⑮⑬⑪⑨⑦⑤③① 
  ⑳⑱⑯⑭⑫⑩⑧⑥④②  

 

図 10 ＣＮ１４、１５のコネクターを挿入方向からみた図 

 -  - 
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６． ＰＣ／ＡＴよりＡＤＳＰ６７４－００を分離して動作させる方法（スタンドアロン機能） 
 
 ＰＣ／ＡＴよりＡＤＳＰ６７４－００を分離して動作させる。（スタンドアローン機能） 
 プログラムメモリの０１００００００Ｈ～０１０７ＦＦＦＦＨ 
 までの５１２Ｋｂｙｔｅ（ＢＯＯＴ・ＲＯＭ）の内容をアドレス０から転送しその番地より 
 プログラムを開始させることができます。 
 １アドレス１６ビット構成で、並びはＬＳＢファーストです。 
 ＲＯＭ書き込みは、ディップスイッチＤＳＷ１０４－６を書き込みモードに変更した後、 
 付属のソフトウェアのユーティリティを使って書き込みを行って下さい。 
 
１． ＰＣ／ＡＴ（ホストコンピュータ）からプログラムをブートロムに書き込みます。 
   下記の設定にして下さい。 
   書き込み方は、ソフトウェア・ユーザーズ・マニュアルを参照してください。 
 

DSW105-8 Ｏ Ｎ 
ＰＣ／ＡＴ(ISA)バス接続 

DSW104-5 ＯＦＦ 
ホストより起動 

DSW104-6 Ｏ Ｎ 
ブートロム書き込み可 

 
表30 ブートロム書き込み可 

 
２． ブートロムからプログラムを転送し起動します。 
   下記の設定にして電源を入れてください。 
 

DSW105-8 ＯＦＦ 
ＰＣ／ＡＴ(ISA)バス切り離し 

DSW104-5 Ｏ Ｎ 
ＢＯＯＴ ＲＯＭ起動 

DSW104-6 ＯＦＦ 
ブートロム書き込み不可 

 
表31 ＢＯＯＴ ＲＯＭ起動 

 

 -  - 
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７． ＴＩ社製ＩＣＥ（エミュレータ）使用時の設定 
 
   ＡＤＳＰ６７４－００はテキサスインスツルメンツ社製エミュレータが使用できるようにエ 
  ミュレータ用のコネクタ（ＣＮ１６）が付いています。ＣＮ１６にエミュレータのコネクタを 
  差し込んで使用してください。 
 
  付属ユーティリティを使用してイニシャルする（推奨） 
１． ＤＳＰのリセット解除と初期化をします。 
  付属ユーティリティを実行してください。ユーティリティが正常に立ち上れば、ボードの 
  イニシャル（リセット解除と初期化）が行われます。 
  ユーティリティを使用しないなら閉じて下さい。 
２． エミュレータを起動します。 
エミュレータ（ＣＣＳ）が立ち上がります。 

 
  付属ユーティリティを使用せずイニシャルする 
１． ホストからボード番号を指定する。 
２． ホストからリセット解除を行う。 
３． ホストからＨＰＩを使ってＤＳＰの初期化を行うか 
  エミュレータを起動し（エミュレータ（ＣＣＳ）が立ち上がります。） 
  ＤＳＰの初期化を行って下さい。 
  初期化はＴＭＳ３２０Ｃ６７ｘユーザーズマニュアルを参照して下さい。 

 

 -  - 
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８． ディップスイッチの初期設定 
 
   ＡＤＳＰ６７４－００にはディップスイッチが５つ【ＤＳＷ１０１】～【ＤＳＷ１０５】あり 
  ます。 
  ＡＤＳＰ６７４－００をお使いになる前にかならず使用するシステムに対応した設定を行なっ 
  て下さい。尚、出荷時の設定状態を下記に示します。 
 
  DSW101 １２３４５６７８９10 

   ベースアドレス：Ｅ００００Ｈ  O N 
 OFF 
■■■   ■■■■ 
   ■■■  

 
  DSW102 １２３４５６７８ 

     Ｉ／Ｏアドレスの下位アドレス：００Ｈ  O N 
 OFF 
  ■■■■■■ 
■■       

 
  DSW103 １２３４５６７８ 

     Ｉ／Ｏアドレスの上位アドレス：０３Ｈ  O N 
 OFF 
  ■■■■■■ 
■■       

 
 DSW104 １２３４５６７８ 

     ボード番号：０  O N 
 OFF 
■■■■ 
    ■■■■      BOOT･ROMの書込み選択：書込み非許可 

        BOOT･ROM立上げ選択：ＨＰＩ立上げ 
 
 
 DSW105 １２３４５６７８ 

     割り込み：ＩＲＱ１０  O N 
 OFF 
  ■   ■■ 
■■ ■■■      ＨＰＩ ＨＲＤＹチェック：しない 

        ＰＣ／ＡＴバスへの切り離し選択：接続 
 
             図11 ディップスイッチの出荷時設定 
 

 -  - 
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９． マルチチャンネル・バッファード・シリアル・ポート 
 
   ＡＤＳＰ６７４－００には２チャンネルのマルチチャンネル・バッファード・シリアル・ポート 
  があります。 
  この通信ポートはＤＳＰから直接配線されているのでバッファリングされていません。 
  各チャンネルのは個々のコネクタに接続されています。 
 
    【注意２】シリアルポートの接続ケーブル(ADSP674-**)はオプションです。 
 
              ＣＮ１２    ＣＨ０

No 信 号 名  No 信 号 名 
1201 GND 1202 CLKS0 
1203 GND 1204 CLKR0 
1205 GND 1206 CLKX0 
1207 GND 1208 DR0 
1209 GND 1210 DX0 
1211 GND 1212 FSR0 
1213 GND 1214 FSX0 
1215 GND 1216  
1217 1218  
1219 GND 1220  

GND 

 
 
              ＣＮ１３    ＣＨ１

No 信 号 名  No 信 号 名 
1301 GND 1302 CLKS1 
1303 GND 1304 CLKR1 
1305 GND 1306 CLKX1 
1307 GND 1308 DR1 
1309 GND 1310 DX1 
1311 GND 1312 FSR1 
1313 GND 1314 FSX1 
1315 GND 1316  
1317 GND 1318  
1319 GND 1320  

 
 
           表32 ＣＮ１２・ＣＮ１３のピン配置 
 
 
10． 添付品 
 

品  名 型  式 数量 メーカー 

ＢＮＣ変換コネクタ ＳＭＡ（Ｐ）－ＢＮＣ（Ｊ） ４  

ケーブル付きコネクタ 8825E-020-175-100S-G0 ２ ケル 

 

表33 添付品一覧 

 -  - 
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      ・ 本ボード及び本マニュアルの内容は製品の改良等のため予告無しに変更される 
        ことがありますので、ご了承下さい。 
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